
先週は出張で日本へ帰って

いました。用務以外で私にとっ

て貴重だったのは、書店で様々

な本を見ている時間でした。

子ども達の指導の参考になる

ものはないかと、ずいぶん探

し回りましたがなかなか思う

ようなものは見つけられない

ものです。

そんな中で、必ずこれはと

いうものが見つけられる場所

があります。それは｢詩の本｣

のコーナーです。今回もいろ

いろな詩集をめくっていて、

とてもすてきな詩を見つけま

した。それがこの「子ども」

という詩です。子ども達を育

てることを仕事としている私

達教員にとって、とても味わ

い深いものがあります。

当然のことが並べてあるだ

けのようにも思いますが、普

段の指導でこういうことを常

に意識しているかと聞かれる

と、正直不安な面があります。

しかし、折に触れて子ども達

それぞれに良い評価を与えら

れるようにと日々取り組んで

います。

改めてこういう詩を読むと、

子ども達に「激励・寛容・賞

賛・フェアプレー・友情・安

心」などを、もっともっと経

験させることが必要であり、

そのための工夫が求められて

いると感じます。

「育てたように子は育つ」と

も言われます。子どもの成長

に深く関わっている私達は、

目の前の出来事への適切な対

応はもちろん大切ですが、そ

れで終わるのではなく、子ど

も達の将来を見通した指導や

働きかけの重要性を忘れては

ならないと思います。
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朝読書で始まる落ち着いた１日

毎日元気良く走っています
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昨日に続き「雨ニモアテズ」

という詩を紹介します。今か

ら１０年ほど前、宮沢賢治の

故郷・盛岡の小児科の先生が

学会で発表され、マスコミで

も取り上げられたことがある

のでご存じの方もおられると

思います。この先生は職業上

多くの子どもと接していて、

当時この詩はまさにぴったり

と思われたということです。

作者は不詳となっていますが、

どこかの学校の校長先生だと

いわれています。

これが紹介されてからは、

部分的にさらに作り替えられ

たものがいろいろと登場する

など、この詩が与えた反響に

は大きなものがありました。

昨日紹介した「子ども」と

いう詩もそうですが、子ども

のことを考える・大事にする

ということは、どうすること

なのかということです。これ

からの社会を生き抜く強さを

身につけさせなければならな

いのに、それとは逆の方向に

子ども達を引っ張ってはいな

いか。当然のことではありま

すが、本当に可愛がるという

ことは、子どもの機嫌をとる

こととは別の次元のことだと

思います。

この詩と宮沢賢治の「雨ニ

モ負ケズ」を比べてみると、

あまりの違いに本当に驚きま

す。賢治が理想とする姿と、

ここまで変わってしまった子

ども達の姿。その原因を特定

することは難しく、いろいろ

な要素が含まれていると思い

ます。しかし、子ども達をこ

んなふうにしたくないという

思いは、いつの時代でも共通

の願いだと思います。
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今朝は登校してくるとすぐ

に、サッカーを始めた子ども

達がたくさんいました。しか

もＰＫ戦までやっているので

す。子ども達にとっては、そ

れだけ昨日の韓国戦のことが

印象深く残ったようです。

サッカーの話になって恐縮

ですが、今回のアジアカップ

を見ていて、日本代表は本当

に良く頑張っていると思いま

す。先制されて追いかけると

いう展開の試合が、昨日で３

試合目だったように思います。

その苦しい展開を乗り越え、

勝利に結びつけている選手達

の精神的なたくましさに、私

はとても感動しました。

サッカーの試合で１点が持

つ重みには、非常に大きなも

のがあります。先制されると

いうことは、それだけ精神的

な負荷も大きくなっていきま

す。それを跳ね返すだけの強

さを、今回の選手達は持って

いるのだと思います。

昨日の試合では、韓国も素

晴らしい粘りを見せました。

延長戦の後半終了間際に、同

点に追いついたのはさすがだ

と思いました。ＰＫ戦になっ

た時点では、おそらく追いつ

いた韓国の方が精神的には有

利だったかもしれません。し

かし結果は３対０で、日本が

決勝進出を決めました。キー

パー川島の活躍はもちろん素

晴らしかったのですが、ＰＫ

をきっちり決めるには、技術

以上に精神力が影響するので

はないかと思いました。

今回のアジアカップの応援

をしていて、決してあきらめ

ないことの大切さを改めて考

えさせられました。自分に対

しても周囲の人に対しても、

「あきらめるな」と口で言う

ことは簡単です。しかし苦し

い状況の中、くじけそうにな

る心を奮い立たせることはな

かなかできるものではありま

せん。日本チームにとっては

決勝戦を残すだけですが、子

ども達にはこうした大会の応

援を通して、あきらめないこ

との大切さをぜひ見習ってほ

しいと思います。
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｢サッカー｣で盛り上がる休み時間
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